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図-3 魚種別尾数の月変化(左:五ヶ瀬川，右:北川) 

五ヶ瀬川および北川における魚種相の比較および水理量との関係 
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１．はじめに 

五ヶ瀬川は延長 106km，流域面積 1,820km2，北川は延長 50.9km，流域面積

587km2である．北川は魚種数が 165 種 1)と五ヶ瀬川の 94 種よりも多い．要

因として，北川が河口から約 8km の長い感潮域を有することや河口から北川

ダムまでの間に横断構造物が存在しないこと等が指摘されている 1)．ところ

が，両河川の非感潮域における魚種相を比較した研究は見当たらない．本研

究では両河川の遊泳魚の魚種相を比較すると共に，水理量との関係を調べた． 
 
２．現地観測 

図-1および表-1に示すように，五ヶ瀬川は河口から10.9km地点から約140m，

北川は10km地点から約70mの区間を，1280× 720画素の水中カメラを用いてそ

れぞれ5回水中撮影した．また，水中撮影の様子を地上に設

置したビデオカメラで撮影して位置確認を行った．撮影後，

遊泳魚のみを対象として，魚種，魚の位置，体長を解析し

た．また，10月の撮影時にスタッフを用いて水深を計測す

ると共に，ペットボトルの移流速度から流速を算出した．  
 
３．解析結果および考察 

 図-2 に両河川の計測領域にお

ける水深コンターと流速ベクトル

を示す．五ヶ瀬川の最大水深は

1.2m，最大流速は 2.3m/s，北川の

最大水深は 3.3m，最大流速は

0.7m/s であった．  

図-3 に魚種別総尾数の月変化

を示した．魚種数は五ヶ瀬川は 8
種，北川は 7 種で大差はない．優占種は五ヶ瀬

川ではオイカワ(Zacco platypus)で，北川ではカ

ワムツ(Zacco temminckii)であった．また，尾数

の変化幅は北川の方が大きい．これは，五ヶ瀬

川には岩熊井堰が計測領域の上流に位置してい

るのに対し，北川には近くに横断構造物が存在

しないため，縦断方向の移動自由度の相違から

生じたと考えられる．従来，瀬と淵を含む 1 リ

ーチの計測で十分との説があったが，通し回遊

魚のアユ(Plecoglossus altivelis altivelis)を除く魚

種の尾数が，ある時期に 0 になっていることか

ら，1 リーチ以上の計測が必要と考えられる． 
  図-4に両河川の 10 月における水深と各魚種の個体数密度との関係を，図-5に流速と各魚種の個体数密度との

関係を示す．五ヶ瀬川ではアユが低水深で高流速に存在していることが分かる．これは，アユが瀬を好むことが

表-1 撮影日時 
北川(河口から10km) 五ヶ瀬川(河口から10.9km)

2010.3.31 9:54～10:17 11:26～11:36
2010.6.11 9:40～9:43 10:38～11:03
2010.9.3 9:21～9:31 10:43～10:49

10:00～10:29
15:39～15:46

2010.10.13 － 11:20～12:07
2010.11.11 9:45～10:01 11:04～11:23

2010.10.7 －
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図-2 水深コンターと流速ベクトル(左:五ヶ瀬川，右:北川) 
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図-4 10 月の水深と個体数密度との関係 
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図-5 10 月の流速と個体数密度との関係 
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図-6 10 月の水深と体長との関係 
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図-7 10 月の流速と体長との関係 
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図-8 各魚種の生息域平均水深の月変化 
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図-9 各魚種の生息域平均流速の月変化 

原因である．一方，オイカワおよびカワムツについて

は，広範囲な水深および流速に存在することが分かる．

オイカワとカワムツは棲み分けをすると指摘されてい

るが，五ヶ瀬川や北川のように大河川では生息域が十

分に存在するため，明確な棲み分けをしていないと考

えられる． 
 図-6 に両河川の 10 月における各魚種の遊泳水深と

体長との関係を，図-7に各魚種の遊泳流速と体長との

関係を示す．五ヶ瀬川では全ての体長アユが低水深で

高流速の領域に存在しており，体長別に生息域を分け

ている様子はない．一方，オイカワおよびカワムツに

ついては，体長の範囲が狭いので断定できないが，体

長の増加に伴う水深および流速の明確な変化は観察さ

れない． 
 水深および流速計測は 10 月しか行っていないが，計

測日は全て平水状態だったため，他の月の水深および

流速は 10 月の値で代用する．図-8 に両河川の各魚種

の生息している平均水深の月変化を，図-9に平均流速

の月変化を示す．五ヶ瀬川では平均水深は変化せず，

平均流速は大きく変動している．北川は逆傾向を示し

ている．しかし，データ数が少ないことから有意な差

が生じているとは考えにくい． 
 

４．おわりに 

本研究で得られた結論を以下に示す． 
(1) 下流から 10km 付近における遊泳魚の優占種は，

五ヶ瀬川はオイカワで，北川はカワムツである． 
(2) 従来，魚相を把握するには瀬と淵を含む 1 リーチ

の計測で十分との説があったが，遊泳魚は 1 リーチ以

上移動するため，1 リーチ以上の計測が必要と考えら

れる． 
(3) 五ヶ瀬川には岩熊井堰が存在し，魚類の縦断方向

の移動が制約されるため，北川と比較して 1 リーチ内

の尾数の月変化は緩慢である． 
(4) アユは低水深で高流速の領域を好むが，オイカワ

およびカワムツは水深および流速共に広範囲に分布し

ており，明確な棲み分けは見受けられない． 
(5) オイカワ，カワムツ共に体長に伴う生息域の明瞭

な変化は観察されなかった．また，生息領域の月別変

化も明瞭には認められなかった． 
 

謝辞：本研究は河川生態学術研究会・五ヶ瀬川水系研
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